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連合鳥取東部地域協議会第 28回定期総会 報告

総会スローガン 安心社会へ 新たなチャレンジ
～すべての働く仲間ともに「必ずそばにいる存在」へ～

連合鳥取東部地協は、12月 9日 (木)白兎会

館で執行部 20人、出席代議員 46人・委任 19人

参力日のもと、第 28回定期総会を開催 しました。

総会議長に川守田代議員 (自 治労)、 田村代議

員 (全国農団労)を選出し、総会が進められ、来

賓には連合鳥取か ら新 しく就任 された田中会

長、また、東部地域推薦議員 6人にご臨席を賜 り

連帯の挨拶をいただきました。

冒頭、村尾議長は「コロナ禍での多くの行事 。

集会が中止あるいは延期せ ざるを得ない地協活

動を振 り返 り、予測も出来なかったこのような現状を踏まえ、今こそ助け合 うことが必要であり、すべての働 く仲間が安心 。

安全に暮 らせる社会の実現をめざし運動を展開して行く」と決意の一旦を述べました。

その後、総会次第に沿つて、2021年度活動報告、2022年度運動方針、役員選挙 (改選)を提案 し、全議案が承認されました。

最後に構成組織、単組と丁寧な合意形成のもと「働 くことを軸とする安心社会」実現に向けて、連合鳥取東部地協の運動を

前進する総会宣言 (案)を採択 し、村尾議長による「団結がんばろう三唱」を総会出席者全員で行い、新執行部による地協活

動をスター トさせました。 ″`η｀瞬世
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～お世話になりました～

第 28回定期総会をもって退任しまし

た。在任中の厚誼に深く感謝申し上

げます。

貴

介

一
史

尚

舜

修

剛

田
藤

田

竹

原

石

島

藤

山

島

勝

伊

椋

大

石

宮

中

齋

景

福

姫

事

〃
腑

幹

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

浦

前

才石也

智洋

智博

孝明

智成

成美

圭一

和繊

働くことを軸とする安心社会 ―まもる 。つなく。創り出す―


